
 

 

 

19世紀フランス。屋外制作にこだわり、明るい陽光をカンバスに再現しようとした若き画家達がいまし

た。彼らは後に印象派展と呼ばれるグループ展を開催。しかし第３回を終えたあと、ルノワールら重要メ

ンバーが会から離脱し、岐路に立たされます。そんな中、存続のために立ち上がったのはドガとピサロ

でした。２人は個性的な若手画家達を引き入れ、その多彩な作品群はやがて20世紀絵画の礎となりま

した。第４回印象派展から20世紀にいたる流れを、画家ゆかりの風物と共に追いかけます。
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